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資　料

心像の鮮明性 と人格特性の 関連

長 谷 川 　 浩
一 ＊

RELATIONSHIP 　BETWEEN 　 VIVIDNESS 　OF 　MENTAL 　IMAGERY 　AND 　PERSONALITY 　TRAITS

Koichi　 HAS 卜IGAWA

　　Two 　hundred　and 　eleven 　 undergraduate 　students （femaie　 l49，　 male 　62） were

adrninistered 　three　tests　to　investigate　relationship 　between　vlvidness 　of　mental 　imag ・

ery 　and 　persDnality ．　 Those 　tests　were 　SMI −S ＜Scale　of 　Men しal　Imagery −Short　form），
Y −G （Yatabe −Guilford）Personality　Test　and 　MPI （Maudsley　Personality　lrlventory）．
Some 　correlations 　were 　obtained 　among 　the　item　scores 　of　SMI −S，　the　trait　scores 　of

YGPersonality 　Test　and 　the　scale 　scores 　of　MPI．　 lnvestigated　by　the　factor−analy −

sis　of　the　correlations ，　three　factors　were 　ex ヒracted 　and 　were 　interpreted　as　the　factors
of

“
vivid 　IDental 　inlagery　and 　adjusted 　personality

”
，
‘」
extraversion −introversioゴ・

and
“
adjusted 　pers（，na 】itジ，　 The 　high 　vivid 　menta ［images　by　SM 王一Sshowed 　higher　trait

scores 　on 　Genera1　Activity　and 　SDcial　Extraversion　of　Y 　G 　Persollality　Test　than　on

those　of 　the　low　vivid 　men 亡al　images，　 It　was 　suggested 　that　vivid 　mental 　imagery
were 　related 、vith 　adjusted ，　un

−
ne しlrotic　and 　extravert 　persenality ．

　　Key　words ：menta 】imagery，　vividness 　of　imagery，　personality 亡rait，　personality
type，　SMI −S （Scale　of 　Mental　Inlagery−Shorヒform）

問 題

　心像 〔イメ ージ ： men ［al　imager｝
・，　imagery，　lmage ） の 定

義は多様 で あ り，そ の 研 究 に あ た っ て は，心像 の 定義

そ の もの が 重要で あ り しか も困難な課題 と さ れ て い る

〔Richardson，1969，Sheehan ，1972 ；北 村，1982 ；水 島，19S3＞。

こ こ で は
， 心像の研究は

“
心像 を体験 した と感ず る被

験者の 心理経験の研究で あ る （成瀬，196D）。

”
と い う立場

を と る。

　心 像活動 と 人格 と の 関連 に つ い て は す で に 上 杉

（1986）が指摘 して い る よ うに ， 人 格理 解 に お け る 心像

の 重要性が 強調 さ れ て い る が，心像 の特牲の ひ と つ で

あ る鮮明性 （Vividness）と人格 との問 に は
一一

義的関係や

相関関係 は得ら れ て い な い （Costello，1957 ； Euse ＆

Haney ，　1975　／　Str：／　cklin ＆ Penk，1980）e た と えば心像鮮明

・青 山学院大 学文学 部 （Faculty　 of　Letters，　AGyama 　Gakuin
University）

性 と Eysenck 〔工957） の 性格類型 と の 問で ，
　 Coste］10

（］957〕 は E −N ＋

すな わ ち dysthymics が 鮮 明 な心像 を

もち E ＋ N ＋

す な わ ち hystericsは 薄 い 心像 で あ る と す

る の に 対 し，Stricklin＆ Penk （1980） は E ＋N †

が鮮 明

性 が 最 も高 く E ＋ N 一
が 最 も低い と し て い る 。 ま た Euse

＆ Haney （1975）は 心縁鮮明性 と E と の 正 の相関，　 N と

の 負の 相 関 を報告して い る。

　し か し本来 人 格 が 体験 の 内在化 で あ り， ま た 心像が

成瀬の い うような被験者の 心理経験で あ る な らば， 心

像は必然的 に そ の 被験者 の 入格 の 影響 を受 け両者の 間

に関連性が 存在 する と考 え られ る 。 ま た行動理論か ら

み れ ば心像 は条件づ け ら れ た 感覚反応 と 考 え ら れ ，

Eysenck （1957 ）の 立 場 の 人格理論 と心像体験と の 対応

と し て は，当然強 く速 く条件づ け ら れ 消去 し に くい 内

向性 が 外向性 よ り も よ り鮮 明 で 安 定した心像を体験す

る と仮定す る こ とが で き る 。

　本研 究 で は ， 心像 の 特性あ る い は 次元 と し て あげ ら

れ て い る鮮 明性 ， 統御 可能性 ， 現実性 ， 具体性な ど の
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諸特性 〔Richardson，1969 ；北村，1982） の うち か ら ， 心像

の鮮明性を測定す る た め に 長谷川 （1984）の 心像尺度短

縮版 SMI −S （Sca］e　ef 　Menta ］　lmager／v
−sh・ rt　Form ）を使

用す る。他方，心像体験は精神障害者 に 特有な体験 あ

る い は異常な人 格と む すび つ い た特殊な心理経験 で は

な く，一般 の健常な人格 の 人 々 の 中で個人差の ある心

理経験な の で ， 人格検査 と し て は矢田部 ・ギ ル フ ォ ド

性格検 査 （Y −G 性格検査 ．辻 岡美延，ユ959） お よ び行動理論

に 基礎 を もつ 人格検査 で あ D 先行研究 との 比較の た め

に モ
ーズ レ イ牲格検査 （MPI ：MPE 研 究会，1969） を え ら

び人 格の測定を行 っ た 。

　す なわち本研究 の 目的は SMI 　 S に よ っ て 測定 さ れ

る 心像の 鮮明性 と い う個人差 と Y −G 性格検 査 お よび

MPI に よ っ て 測 定 さ れ る諸人格特性 お よ び人格類 型

との関連 を明 らか に す る こ とに あ る。

　 さ て，心像の鮮明性 に関す る測定法 と し て は ， 心像

質問紙 QMI （Questi。 nnaire 　up 。 n　Mental　Imagery ： Belts，

］go9），　 QMI 短縮版 （Sheehan，1967）， 視覚心像鮮 明性質

問紙 VVIQ （viviclness　of 　visual　Imagery　Questionnaire：

Marks ，1973 ）， 心 像尺度短縮版 SMI −S 恨 谷川 ，1984〕 な

どが あるが，本研 究 で用 い る SMI −S は 心像 の鮮 明性

を測定す る独 自の 新たな尺度で あ る。SMI −S の 作 成過

程 お よび尺度項 目 の 妥当性 ，信 頼性な ど に つ い て は他

の報告に譲 る が （長谷 111，197S，］984），前出 の 他の 心像鮮

明性 の 測 定法 は い ずれ も自己 評 定形 式 に よ っ て お り 主

観的テ ス ト とい われ批判 され て い る の で それ らの 問題

点 を補 い
， 自己 評定形式 で は あ る が 心 像喚起刺激 の 提

示法 ， 自己評 定 の ため の 内省法，回答 の 反応法な ど の

手続に つ い て検討 を加 え 心像鮮明性の 測定尺度 として

開発 された もの で ある 。

　心像の鮮明性の 個 人差 を検討す る こ とは，教 科指導

に お け る イ メ ージ の 導 入 ， 芸術 ・体 育教育 や ス ポーツ

に お け る イ メ ージ ・トレ
ー

ニ ン グ，そ して教育相談 ・

学校心 理 臨床の 分野 で の 心理療 法 に お け る イ メ
ージ 枝

法 な どの 教育 実践 の 場 で の 心像現象 の 活用 に加 え ， 記

憶 ， 思考 など学習心理学や認知 心理学 の 領域 に お ける

諸研 究の 基礎と し て ， そ れ ら の実践対象で あ る学生 ・

生徒や ク ライ エ ン トあ るい は研究対象で あ る被験者の

心像特性の個人差 を明 ら か に す る こ と に よ っ て ， 教育

活動や研究 に お い て よ り有効 な接近 を可能に す る こ と

に 貢献す る 意義 を も つ
。

方 法

　課題　心像尺度 SMI −S ，
　 Y −G 性格検査，　 MPI 両人

格鹸査 を実施す る。な お SM 【−S は既 に 説明 した心 像

鮮 明性 の 尺度 悵 谷川，1984 ） で あ り， 視覚 ・聴覚 ・皮膚

感覚 ・運 動感覚 ・味 覚 ・嗅覚 ・有機感覚の 7感覚様相

に 関す る 14項 自か らな る （
t1 ’

AfiLE 　1）。

TABLE 　1 心 像尺度短縮版 （SM 【−S） の 項 目一覧

番 号 感 覚 カ テ ゴ リ
ー

項　 目　 内　 容

　被験 者 　首都 圏 の 大学 の 社会科学系学生 2／1名 ｛男

子 ：62名，女子 ：149名）o

一一’
i
”

　 2

　 3
　 4
　 5
　 6
　 7
　 8

　 9
　 10

　 11
　 12
　 13
　 14
注〉

視 覚  

視 覚  

視 覚  

視 覚  

視 覚  

視 覚  

聴 　 　覚

皮 膚感覚

運 動感覚

運 動感覚

味　　覚

嗅　　覚

嗅　　覚

有 機感 覚

視覚  ・一・事物，視 覚 

腕 時計 の 文 字盤

超高層 ビ ル デ ィ ン グ

郵 便配 達人

改 札口 に い る駅 員

春の 野 に 飛 びか うち ょ うち ょ

一斉 に 咲 きそ ろ っ た菜 の 花畑

ラ ジ オ か ら流れ る ア ナ ウ ン サ ーの 声

裸足 で 谷川 に 入 っ た と き

水た まり を跳 び越 え る

道 端 の 石 こ ろ を 蹴 と ばす

せ ん べ い

バ ナ ナ の に お い

こ し ょ う の に お い

とて も満腹 の と き

　　　 ・・人物，視 覚  …・・
風 景

　手続　SMI −S は長 谷 川 の 標 準 的実施 法 に よ り集団

で 実施 す る。教示 と 心像喚起刺激 は ， と も に テープ 録

音さ れ た女声の 再生 に よ っ て 提示 され る。被験者は検

査実施中閉 眼状態で ， 刺激提示一心像形成 （15抄）
一

自

己評定・評定記入 伽 秒）の 順序 を繰 り返し ， 測定を進

め る。そ の 都度心 像の鮮明度 を 5段 階評定 で 自己評定

し ， 評定 記入時 の み開眼 し評定 を回答用紙 に記入す る 。

Y −G 性格検査 お よ び MPI は 実施手 引 に よ り標準的実

施法 で 同 じ く集団 で 実施す る 。 各尺度お よび検査は そ

れ ぞ れ ユ週間の 間隔 を お い て実施 され る。

　分析 　各尺渡お よび検査の得点の求め方に つ い て は
，

SMI −S は長谷川 に した が い 心像鮮明性 の 得点を算出

す る が ，各項目 に 対 す る 評 定値 を 項 目鮮明性得点 （略

称 ；項目得点，1− 5点），各感覚様相 カ テ ゴ リーご と の そ の

カ テ ゴ リーに含 ま れ る項 目 の 項 目鮮明性得点 の 平均得

点 を感 覚別鮮明性 得点 儲 称 感 覚別 得 点）， 全項 目の項

目鮮明性得点 の 合計 を心像鮮 明性 総得点 （略称 ；心 隊総

得点 ）と す る 。 し た が っ て 心像総得点は 14− 70点 の 問 に

分布する。Y −G 性格検査 と MPI は そ れ ぞ れ の 実施手

引 に し た が い
， 各人格特性 得点を算出し人格類型 を判

定す る。得 られ る資料 を統計処理す る が ， 因子分析 に

つ い て は 芝 〔1975 ）の 主因子法 に よ りバ リマ ッ ク ス 回転

を行 い ，また篠原 q984） の統計解析をも利用す る 。
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結 果

　被験者 の 回答 を得点化 し男子，女子，男女全体に つ

い て の SMI −S の 項 目得点 と心像総得点 （TABLE2）を表

示す る。男女全体 に つ い て の SMI −S14項 目の 項目得点

で は項 目 8）谷川 彼 膚愿 覚 ）
， 11）せ ん べ い （味覚｝， 6）菜

の花 （視覚〉， 4）駅員 （視 覚），2）ビ ル デ ィ ン グ （視 覚｝ な

どが高い 得点を 示 し
，
13＞こ し ょ う（嗅覚 ）， 12）バ ナナ （嗅

覚 ）， 14）満腹感侑 機感 覚 ）な ど の得点 が低 い
。 13）こ し ょ

う， 12）バ ナ ナ は標準偏差が 比較的大 き い
。 男子 で は高

い 方か ら 8）谷川 ， ll）せ ん べ い ， 6）菜 の 花 の順で ，女

子 で は 8）谷川，ll）せ ん べ い
， 4）駅員の順で あ り，低

い の は 男子 ，女子 と も男女全体 と同 じ く 13）こ し ょ う，

12）バ ナナ ， 14）満腹感で ある。また 12）バ ナ ナ の み性

差が あ り（t（209）＝227、p く．05丿
， 女子 の方が 男子 よ り高 い

得点 を示 して い る 。

　次 に感覚別得点 は全体 と して 皮膚感覚，味覚が 高 く，

嗅覚，有機感覚 が低 い
。 視覚 に つ い て は      の カ テ

ゴ リーが得点，標準偏差 の い ず れ も ほ ぼ 等 し い 値 を示

し て い る。ど の 感覚別得点に も性差は見 られな い
。 ま

た心像総得点に つ い て も性差 は見 い だ さ れな い 。

　Y −G 性格検査 の 各特性得点の 平 均得点 に つ い て は ，

Co が 標準 得点 「2 」の段階 に 位置 し ，
　 S が 「4」段階

に 位置す る以外は， どの特性 も標準点の 「3 」段階の

得点範囲 に 位 置 して い る 。 ま た MPI の 各尺 度の平均

得 点 はい ずれ も各判定 カ テ ゴ リーの 「0 」 の 範囲 に 位

置す る 値 を示 して い る ． 両人格検査の どの 特性得点お

よび尺度得点 に つ い て も統計的 に は性差 は 示 さ れ て い

な い
。

TABLE 　2　SMI −S の 項 目鮮明 性得点 お よび心 像鮮明
　　　　性総得点

番号　項　　目
男子（N ＝62）女子 （N ＝ 149〕全体（N ；211｝
Mean　 S．D 、　 Mean 　 S．D ．　 Mean　 S．D ．

ユ 　文 字 盤 　 　 3．871 ．043 ．960 、993 ．931 ．Ol
2　 ビ ル デ ィ ン グ 　 3．920 ．924 ．130 ．72 　4．070 ．79
3　　郵便 配達ノ、　　　3．7S　O．82　3．74　1．D3　3．74　 ．97
4　　駅　　　　員　　　　　　3、97　0，88　4．17　0．83　4．11　0．85
5 　 ち ょ う ち ょ 　 　 3．79 　G ．ge　 3．84　0．8S　3．830 ．89
6　 菜 の花畑 　　　 4．050 ．974 ．15　0．83　4．120 ．88
7　 ア ナウ ン サ

ー
　 3．81　0，93　3．81　1．12　3．Sl　l．06

8 谷 川 　 4．260 ．924 ．190 ．854 ．210 、87
9　 水 た ま り　　　3．900 ．803 ，840 ．993 ．860 ．94
10 石 こ ろ 　 3、771 ．043 ．990 、883 ．920 ．94
11　 せ ん べ い 　　　 4．110 ．83　4．19　0．98　4．17　0．94
12 　バ ナ ナ 　 　 3．IB　 1．173 ．561 ．103 ．451 ．14
13　 こ し ょ う　　　 3，27　L25 　3．36 　］．05 　3．34　ユ．11
ユ4　　満 　　　腹 　　　　　3，68　0，96　3．67　ユ．13　3＿67　1．08

心 像鮮明性 総得点　　53．247 ．4154 ．50　7．  454 ．13　ア．21

　 SMI −Sl4項目， Y −G 検査12特性 ，
　MPI 　3 尺度 の 合計

29変数に関 して 1 変数 を除 い て は性差 が 認 め られ な い

の で、男女全体に つ い て の 29変数相互間の 相関係数を

算出した 。 そ の 相関行列 の う ち SMI −S14項 目相互間の

相関 の 部分 を表示 （TABLE ・3） す るが ， その 91個の 相関

係数 の うち 65個 （7L4％）が有意相関係数 で ，　 p〈 ．OOIの
も の 14個 ， p〈 ．01の もの 25個，　 p〈 ．  5の もの 26個で あ

る。また Y −G 検査お よび MPI の 両人 格検査 の 15特

性 ・ 尺 度相互 間 で は ， 105個 の 相 関 係 数 の う ち 72個
（6S．6％）が 有 意相 関 係数 で，　 p く ．001の も の 46個，

p く ．elの もの 15個，　 p ＜ ．05の もの 11個で あ り， とくに

Y −G 検 査 の 同 じ 傑 二 次 ）因子 に 含 まれ て い る人格特性

間 で 高い 有意相関が 示 され て い る 。 SMI −S14項目 と両

人 格検査15特性 との 間の相関は ，210個 の 相関係数の う

ち有意な傾 向 （pqO 〕を示 す もの が 4個 （1、9％｝え ら れ

て い る 。

TABLE 　3　SM1 −S の項目鮮明性得点 （項 目得点 ）間 の 相関行列 （N ＝211）
番号 ＼ 項 臼番号 234567891011121314

1 文 字 盤 　 　 329 　313 　330

2　ビ ル デ ィ ン グ 　 　 　 　 320 　 357
3　 郵便 配達人　 　　　　 　　　 　454
4 駅　 　員

5　 ち ょ うち ょ

6　 菜 の花 畑

7　 ア ナ ウ ン サー
8　 谷　　 川

9　 水 た ま り

10　 石 こ　ろ

11　 せ んべ い

12　 バ ナ ナ

13　 こ しょ う

14 満　　腹

　注）　 小 数点 省略

215
ユ93196239

28329117526941617021929624323007514131235

工

239250273116

2562372573172372912142872062003341832412541953295013092551983402682761083e7442371工3D168208111144246

− 0612130S2206273

050185159152199246075197255193256364655086349492541059242626852232011212211
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　こ の 29変数に つ い て の相関行列 に も と つ い て 主 因子

法 に よる因子分 析 を行 い ，バ リマ ッ ク ス 回転後の 因子

負荷量行列を 固有値 1．0以 上 の第 三 因 子 ま で 表示 す る

（TABLE　4）。 こ の 因子負荷量行列 に もとつ い て 次 の よ う

に 因子 解釈 を行 う。

TABLE 　4　 SMI −S，
　Y −G 性格検査 ，

　MPI に つ い て の 因

　　　　子負荷量行列 （N ＝211）

変 数＼ 因 子 1 II 111h ：

SMI −S 項 目

　1 文 字 盤

　2 ビ ル デ ィ ン グ

　3 郵便配 達人

　4 駅　　 員

　5 ち ょ うち ょ

　6 菜 の 花畑

　 7 ア ナ ウ ン サ
ー

　 s 谷 　　川

　 9．水 た ま り

10 石 こ　ろ

11 せ ん べ い

12 バ ナ ナ

13 こ し ょ う

14 満　　腹

897480605

ユ

3216

3567Z19138975443443424544233

Y −G 性格検 査 性格特性

D 抑 欝 性

C 回帰性傾 向

1 劣 等 感

N 神 経 質

0 客観性欠如

Co 協調 性欠如

Ag 愛想の 悪 い

G 一
般 的活 動性

R の ん き さ

T 思考 的外 向

A 支 配 性

S 社会 的外 向

MPI 尺 度

E 外 向 性

N 神経症 的傾 向

L 虚偽 尺度

固 有 恒

寄 与 率　 （％）

，083

，131
．063

、115
．140

、072

．049
．OD3

．138
．D23

．070
一．079
− ，046
　 ，043

一．215
− ．386
− ．330
− ．293
− ．319
− 、304
− ．154
− ．343
− ．231
− ．292
− ．325
− ．268
− ．198
− ，211

一．524　　　、46｛｝　一．495
− ．539　　　　、169　　…．532
− ．398　　　．545　　− ．3S9
− ．458　　　，459　　

− ．511
− ．487　　　．19ユ　　ー、514
− ．397　　 ．Z83　 − ，4bO
− ．290　　　．3？7　

− ．448

　 、L35　　　．657　　
− 、〔｝67

− 、082　　　．548　　
− ．374

　 ．299　　　　．278　　　　．233
　 ．083 　　　．752　　− ，246

　 ．167　　　．793　　
− ，167

　 ，077 　　
− ．765 　　

− ．282
− ．568　　　．275　　− ．524

　 ．222　　
− ．〔〕49　　　．366

4．349　　3．777　　3 ．463

15，00　　　13．02　　　1ユ．94

501496469742164432261851556625332212333111

，731

．602
．607

．682
．53B
．398

．4Lt7

，491

，447

，221
、633

．684

，67ユ
．673

．186

第 1因子 ：鮮明な心像 と適応的人格 の 次元 （心像 鮮 明性

　 　 　 　 　 と情緒 安定性 との 共 通因子 ）

　　　　　 SMI −S の 14項 目す べ て と Y −G 性格検査 の

　　　　　C ・D ・0 ・N ・1・Co ・Ag ・T の 各入格特

　　　　　性 お よび MPI の N 尺度 と が 負荷 し て 1
・ ） る 。

第 II因子 ：人格 の 向性次 元 〔両 入 格検査 の 内 向 的傾 向 を示

　 　 　 　 　 す 因 子 ）

　　　　　 Y −G 性格検査 の S ・A ・G ・R ・1・D ・N と

　　　　　 MPi の E とが負荷 して い る 。

第 III因子 ：人格 の 適応性 の 次元 〔両人格検査の 適応性 と や

　　　　　 や低 い が 心像 鮮 明性 も負 荷 し，第 1因 子 に 類似 し て

　 　 　 　 　 い る｝

　次に感覚別得点に 関 して Y −G 検査 に よ る 5 つ の 人

格類型 に つ い て
一

要因 の 分散分析 を行い ， 味覚得点で

有意差 （F （4）＝3．74，p＜ ．oユ） が得 られ た の で
，
　 Tukey 法

に よ り 5類 型 それ ぞ れ の味覚得点の 平均得点相互 問の

多重比較 を行 っ た と こ ろ，人格類型 D と類型 B の 間に

有意 な差が あ り（p 〈 ．05）， 類型 D が類型 B よ り高得 点で

あ る 。

　 MPI の N と E の 両尺度 に っ い て各 々 基 準 に し た が

い （＋ ）・（0 ）・← ）の 3類 型 に 分類 し，同じ く感覚得

点 に つ い て一要因 の分散分析 を行 い
， N で は視覚  得

点 （F （2）＝395 ，p ＜ ．05＞と運動感覚得点 （F〔2）； 3．01，p＜．05）

とに ，E で は味覚得点 （F （2）＝3．．64，p〈 ．05〕に それ ぞれ有

意差が あ り， Tukey 法 に よ り平均得点 の比較 を行 う。

視覚   得 点 は N ＋

が 最 も高 く N
−

， N 臼

の 顧 で あ り，N ＋
と

N 一
が N °

よ りい ず れ も有 意 に 高 い ｛い ずれ も p 〈 ．05）。 味

覚得点 は E ＋

が最高で 次 い で E°

，
E一の 順 で E ＋ と E一と

の間に は有 意差が ある （p 〈 ．e5）。

　 SMI −S に よ る 心 像鮮明 性 の 総 得 点す なわ ち 心像総

得点 に 関 し て
， 男女全体 の 被験者の な か か ら心像得点

の 平均値 （m ；54．13）と標準偏差 の 値 （SD − 7．21＞ を基準

と し て
， 心像得点62点以 上 の 25名の 心像鮮明群 （上 位群 ）

と 46点以下の 24名 の 心像不鮮明群 〔下位 群〉 に っ い て検

討し た 。 Y −G 検査 の 各特性 得点 お よ び MPI の 各尺度

得点に つ い て 両群 の 得点 の 差の検定を行 っ た と こ ろ ，

Y ・−G 検査 の 特性 G （t（47）＝2．44，p ＜．05）と特性 S （t（47）＝

2．40，p く ．05） の 両特性 に お い て 心 像鮮明群が有意 に 得点

が 高 い こ と が示 さ れ て い る 。

考 察

　1） SMI −S の 各項目得点 ， 感覚別得 点，心像総得点

な どの 諸 得点 の 値 やそ の 傾向 に つ い て は長谷川 （1984）

と ほ ぼ 同 じで あ り， Y ．G 性格検 査 お よ び MPI の 各特

性 ， 各尺度 の 平均得点が 各検査 の 実施手引 に 示 され て

い る標 準平均 か ら僅 か なが らずれ て い る の は本研究の

被験者群 の 特徴 と み な さ れ よ う。また SMI −S の 項 目

得点相互 間 に 高 い 相関 関係が ある （TABt．F．3） こ とは

SMI −S の 心像鮮明性尺度 とし て の 内的整合性 を示 し

て い る。同様 に ，表示 は省略し て い る が ， Y −G 検査 の

特性得点お よび MPI の 尺度得 点相互 の 間の 高 い 相関

関係 は，両人格検 査 の 内容的に相互 に 関 連す る特性 や

一 79 一
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尺度の併存的妥 当性を保証 して い る ， こ れ ら は い ずれ

も検査 尺度の 信頼性 お よ び妥当性 を再検証 し て い る こ

とに なる 。

　 2｝ SMI −S の 諸得点 と Y −G 検 査 の 特性得点お よ び

MPI の 尺度得点や人格 類型 との 関連 を統計的 に 検 討

した が ，まず SMI −S の 項 目得点，両人格検査 の特性得

点 お よ び尺度得点間 の 相関 に つ い て の 因子分析の 結果

　（TABLE 　4） か ら は，第 1因子 に 鮮明 な 心像体験 と適応

性 と の 関連が 示 さ れ て い る。す なわ ち SMI −S の す べ

て の項 目と Y −G 検 査 の D ・C ・1・N ・0 ・Co ・Ag ・T
な ど の 情緒安定 性 ・社会 的適応性因子 お よ び MPI の

非神経症的傾向 （N
−
） と が第 1因子 に 高 く負荷 し て い

る。次 に 第 II因子 に は主 と して Y ．G 検査 の 特性 A ・S・

G と MPI の E 尺度 な どが い ず れ も （
一

〉 で 高 く負荷

し ， 人格検査 に よ っ て測定 され る （内） 向性 の 因子 と

考 え ら れ る 。

　 3＞ SMI −S の感覚別得点と人格 との 関係で は，味覚

得点 に つ い て Y −G 検査 に よ る人格類型 D が類型 B よ

りも有意 に 高 い こ と が 示 さ れ，ひ とつ の感覚様相 に つ

い て で は あ る が ，適応的 で あ り外向的な 入格類 型 D の

心像鮮明性が 高 く， 不適応的な人格類型 B の 心像鮮明

性が 低 い こ と が示唆 さ れ た。こ の こ と は SMI −S の 心

像総 得点に も と つ く心像鮮明性上位群 が ，Y −G 検査 で

外向性 をあ らわす特性 G お よ び S に お い て 鮮明性下位

群 よ り高い こ と と対応 して お P ， 心像鮮 明性 と適応的

人格 と の 関連を示 す因子分析の結果 とも
一

致 し て L ・ る。

　MPI の N とE の 両尺度の そ れ ぞ れ （＋ ）・（0 ）・〔
一
）

の 3 類型 と感覚別得点 と の関係に つ い て は視 覚  得点

は N   N   NOの 順 で あ り，味覚得 点 に つ い て は E ＋ が

最高で E °

，E一の 順 で あ り Y −G 検査 の 類型 D の味覚得

点が 高 い とい う結果と似 て い る。

　以上 の よ う に 総括 的 に は ， 心像の 鮮明性 は適 応的で 、

神経症 的 で な く， 外向的な人格 と関連して い る こ と が

示 され て い る 。

　4） Stricklin＆ Penk（1980）は QMI 短 縮版 ．
　Gordon

視覚心像統御検査 （Richardson，1967），
　 MPI ， 人 格 ス ク

リーニ ン グ検査 PSI （Lany 。 ll、197D ｝を 102名 の 被験者に

実施 し，男女全体 お よ び男子 の QMI 短 縮版の 有機感

覚心像得点は MPI の N お よび PSI の 不 安傾向 と有意

な相関 （そ れ ぞ れ，r＝．Lt4、　p 〈 ．Ol ； r＝．23，　p 〈 ．05） の ある こ

とを示 し， ま た QMI 短縮版総得 点 に よ る 心鱇鮮 明性

は E ＋ N ＋

すなわち Eysenck（1957 ）の い う hysterics（外
向性 神経質〉が最 も高 く，E ＋ N 一

すな わ ち外向性者が 最 も

低 い こ と を報告 して い る 。
こ の報告で は向性 と心豫鮮

明性 と の 関係 に つ い て は E ＋で は 矛 盾 した結果 と な っ

て い る が
， 神経症 的傾向が 高 い こ とす な わ ち N ÷

と心

像鮮 明性が高 い こ と との 関連 は
一

貫 し て い る。

　 行動論 か ら み れ ば ， Eysenck の い う内向性が容易 に

条件づ け ら れ鮮明な心像を形成す る と考えられるが ，

本研究 も Stricklin＆ Penk の 結果の一部 も と も に 反

対 の 外向的人格 と心像鮮明性 と の関連 を示唆 して い る 。

し か し心像鮮 明性 と神経症 的傾向あ る い は適応的人格

と の 閲連に つ い て は本研究で は鮮明性 と N
一
お よび人

格類型 D とが 関連 し， Stricklin＆ Penk は N ＋

との 関

連 を示 し両 研究 は一
致 し て は い な い

。 また Euse ＆

Haney （1975） は Eysenck人格 検 査 EPI （Eysenck ＆

Eysenck，　 196D の Form 　A
， 不安検査 ，

　 Gordon視覚心

像統御検査を 109名の被験者を対 象 に 実施 し，そ の うち

Gord て，n 視覚心像統御検査 に よ っ て 心像統御性 ， 心橡

鮮明性 ， その 他 を測定 し て い る が，心像鮮明性 と N と

の 間 に有意な負 の 相関 （r＝一．36，p〈 ．｛ll）が あ り，
　 E と は

有意な 正 の 相関 （r＝一．26．p 〈 ．05｝ が あ る。 こ の Euse ＆

Haney の 心像鮮明性 に っ い て の 報告 は 測定方法 が 異

な る も の の 外 向性 と の 相関 と い う点 で 本研究お よ び

Stricklin＆ Penk の結果 の
一一

部 と同じ傾向を示 し， 神

経症 的傾向と の 関連に つ い て は 負 の 関係 で 本研究の 結

果 と 同 じ傾 向 で あ る 。

　向性 と心像鮮明性 と の 関係 に つ い て は
，

こ れ ら の 研

究結果 は 共通 して 行動論に よ る仮説 を否定 して い る。
ま た神経症的傾向に関 し て は必ず しも

一
致 し た結果 は

得 ら れ て い な い 。しか し外向性は適応的人格 ある い は

神経症 的 で な い 人 格傾向の一
特性 また は そ れ らの 人格

と関連 の 深 い 特性 で あ る と見 る こ とが で き る か ら ， 本

研究や Euse ＆ Haney の結果 を受 け入れ ら れ よ う。　Y
−G 検査 の 人格特性 （因子 〕の 構成 や本研究 の 因子 分析に

よ る第 1因子 の 負荷の状態な ど も こ の こ と を支持する

と考 え られ る 。

　 5） 心 像鮮明性 と ならん で 心像特性 の ひ とつ と さ れ

て い る心像統御性に関し て Strick】in＆ Penk は，男女

全体 と女 子 に つ い て MPI の N と 心像統御性 との 閭に

は負の有意相 関 （そ れ ぞ れ，r；一．19，p く．05 、r
・・一．34，pく ． 1）

が ある こ とを示 し，Euse ＆ Haney の EPI と GordQn

視 覚心豫統御検査 と の結果 （r ；− 31，p く ．  1）を支持 し て

い る 。 しか し神経症的傾向 と心像 の鮮明性お よ び統御

性 の 両心像特性 との 関連 で は ， Strickljn＆ Penk は心

像の鮮明性 とN は正 の相関で統御牲 とN は負の 相関 と

い う正反対の 傾向を見 い だ し， Euse＆ Ilaneyで はど

ち ら も N と は 正 の相関 と い う同じ傾向を示す と い う点

で 大き く異 な っ て い る。長谷Sll（1984）は104名 の 被験者
に つ い て SMI ．S の 心像得点と Gordon 視覚心 像統御
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検査 の統御性得点 との 間に 有意相関 （r＝．453，p＜．OOI）を

え ， 方法 は 異な るが Euse ＆ Haney を支持 して い る 。

し か し こ の 2 っ の 心像特性 に つ い て の検討 は本稿 で は

差 し控 え る。

　6）　入院お よび通院 して い る精 神障害 者 を対象 とし，

Costello（1957） は ネ ッ カ ーの 立 方体や Gordon 視覚心

像統御検査な どを用 い
， dysthymics（内向性神経質〕は鮮

明 で 自律的な心 像 と関連 し，hysterics（外 向性 神 経質）は

薄 く不安定な心 像 と関連す る こ とを報告 し ， 笠井 ｛1988）

は QMI 短縮版に よ る 予備 的検討か ら神経症 と うつ 状

態 と の 間 に 心像 能力 の 違 い が あ る こ と を示唆 して い る 。

心像活動 と人格 と の関連に つ い て の研究に と っ て こ の

よ うな 精神障害 者ある い は精 神障害 の 状 態 を対 象 とす

る接近法すなわ ち 病理 法も有効 と考え られ る 。

結 論

　 SMI −S に よ っ て 測定さ れ る 心像 の 鮮明性 は ，適応 的

で
， 神経症 的で な く， 外向的な人格 と関連 し て い る こ

とが 示 さ れ た。ま た と くに 味覚の 心像鮮明性 と外 向性

と の 関連 も示唆 さ れ た 。
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